
兼
国
憲
法
め
経
済
的
考
察
 
三
）
 
 

米
 
本
 
 
新
 
家
 
 

特
別
聯
合
食
議
委
員
の
経
臍
的
分
野
 
 

憲
法
合
議
前
の
才
t
i
c
訂
O
f
n
O
コ
f
2
d
2
r
註
○
コ
に
依
る
政
治
組
織
正
て
は
、
前
賓
に
列
記
し
た
四
つ
の
有
力
な
る
繹
臍
階
級
（
E
c
O
コ
。
∃
i
c
 
 

G
r
O
u
P
S
）
に
と
つ
て
は
不
利
で
あ
つ
た
。
彼
等
の
財
産
樺
を
保
護
す
る
の
に
充
分
で
な
か
つ
た
の
で
、
新
憲
法
昏
議
運
動
が
起
っ
た
 
 

の
で
あ
る
。
次
に
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
は
、
此
の
合
議
に
各
州
か
ら
沢
過
さ
れ
た
委
員
自
身
が
、
此
の
運
動
を
起
ト
た
四
 
 

つ
の
階
級
の
中
の
何
れ
か
の
階
級
に
屈
し
て
居
た
か
、
又
は
其
の
（
E
c
O
コ
。
ぎ
c
】
⊃
叶
e
r
e
s
t
）
を
代
表
し
て
居
た
か
と
云
ふ
零
で
あ
る
。
 
 

換
言
す
れ
ぼ
彼
等
委
員
の
P
≡
a
d
e
す
h
i
a
合
議
に
於
け
る
労
力
は
直
接
彼
等
に
應
報
せ
ら
れ
た
か
。
彼
等
は
新
憲
法
制
定
に
依
っ
て
、
 
 

直
ち
に
其
の
僧
侶
が
増
加
し
、
憤
格
が
騰
起
す
る
財
産
の
所
有
者
で
あ
つ
た
か
否
か
と
云
ふ
寄
で
あ
る
。
 
 
 

合
議
垂
員
が
金
貸
業
者
。
公
依
所
有
者
・
西
部
新
鶴
土
の
大
地
主
◎
商
工
発
着
で
あ
る
か
否
か
は
本
合
議
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
 
 

が
故
に
、
新
憲
法
は
全
く
彼
等
り
偶
人
的
利
益
の
み
を
主
と
し
て
創
め
ら
れ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
新
興
閑
寂
百
年
の
 
 

大
計
を
樹
立
せ
ん
と
希
望
を
持
ち
、
如
何
に
す
れ
ぼ
、
一
般
図
民
の
車
幅
を
増
進
す
る
と
同
時
に
国
家
永
遠
の
生
命
を
維
持
す
る
寄
 
 

が
勘
来
る
か
と
云
ふ
大
理
想
を
抱
き
、
之
を
摩
現
す
ペ
く
熱
誠
を
捧
げ
た
事
は
勿
論
で
あ
る
。
併
し
限
り
無
い
朗
有
慾
を
弔
す
る
人
 
 
 

第
三
 
奄
 
 
第
三
兢
 
 

（
二
七
四
）
 
九
二
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聞
の
為
す
寄
は
全
然
珂
想
に
依
っ
て
動
く
も
の
で
は
な
い
。
況
や
政
治
家
と
云
ふ
者
は
何
魔
の
図
、
何
れ
の
時
代
、
應
と
時
と
を
問
 
 

は
ず
、
廠
え
た
る
狼
の
如
く
、
甘
き
に
集
ふ
蟻
の
そ
れ
の
様
に
利
椎
に
日
賢
い
也
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
各
委
員
の
職
業
資
 
 

産
其
の
他
の
経
済
的
儲
係
な
調
べ
で
置
く
尊
は
有
意
義
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
此
の
方
面
の
消
息
を
記
録
し
た
る
も
の
は
不
完
全
に
 
 

し
て
、
之
を
充
分
説
明
す
る
寄
の
出
難
無
い
の
は
甚
だ
邁
憾
で
あ
る
。
 
 

光
づ
第
側
に
猫
立
旗
竿
の
殊
動
者
と
し
て
、
叉
常
時
の
大
政
治
家
と
し
て
新
憲
法
に
依
っ
て
北
米
合
衆
団
第
山
回
大
統
領
の
柴
冠
 
 

を
勝
ち
待
た
G
e
O
r
笥
W
既
h
息
t
O
コ
に
就
い
て
調
べ
て
見
る
、
に
資
産
の
鮎
に
於
て
は
氏
の
右
に
出
る
者
は
如
…
い
と
云
は
れ
て
居
た
 
 

経
で
あ
る
。
P
。
t
。
ヨ
a
n
河
に
泊
ふ
焼
い
士
地
を
所
有
し
て
居
た
ば
か
り
で
な
く
、
其
の
手
許
に
あ
つ
た
金
で
西
部
の
土
地
を
男
心
求
 
 

め
、
地
偶
の
や
が
て
上
る
の
を
待
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
新
政
府
出
現
に
依
っ
て
四
部
の
開
発
が
嘗
現
す
る
に
到
ら
ば
氏
の
左
す
る
 
 
 

桝
は
莫
大
で
あ
つ
た
に
相
違
無
い
。
叫
七
九
九
年
に
作
製
し
た
造
言
に
依
れ
ぼ
、
此
の
資
産
が
何
程
で
あ
つ
た
か
と
云
ふ
寄
が
よ
く
 
 

解
る
。
く
茸
ぎ
i
a
、
O
h
菖
玉
a
r
y
訂
コ
d
－
P
2
コ
コ
S
y
一
く
a
⊃
i
a
2
e
w
Y
。
r
訂
－
K
e
コ
t
u
C
k
y
、
諸
州
其
他
に
在
る
不
動
産
は
約
束
萬
エ
ー
カ
で
常
時
の
 
 

償
格
で
蓼
拾
萬
弗
近
く
も
あ
つ
た
。
氏
の
所
有
し
て
居
た
公
憤
も
試
寓
五
千
弗
以
上
で
、
其
の
他
奴
隷
。
貸
金
等
を
合
辞
す
れ
ば
趣
 
 

く
内
輪
に
見
積
っ
て
も
五
拾
蓼
萬
弗
以
上
で
あ
つ
た
。
現
在
の
米
図
に
て
は
瓦
拾
萬
、
六
拾
萬
位
の
金
額
は
極
め
て
小
さ
い
が
、
併
 
 

し
百
五
十
年
前
の
常
時
の
米
国
で
は
な
か
／
～
大
金
で
あ
つ
た
。
資
産
家
で
あ
つ
た
と
い
へ
、
氏
は
そ
の
血
生
を
猫
立
道
動
に
捧
げ
 
 

た
と
云
っ
て
も
よ
い
程
永
い
問
此
の
大
事
業
の
完
成
に
、
只
管
精
進
し
た
の
で
あ
る
ー
そ
れ
に
も
拘
は
ら
す
、
放
て
の
報
酬
を
拒
絶
 
 

し
た
の
で
あ
る
。
氏
が
立
替
へ
た
金
の
文
擁
と
し
て
∩
。
コ
唱
e
溜
よ
り
受
け
取
っ
た
紙
幣
の
慣
倍
は
暴
落
し
、
非
常
な
損
害
を
招
い
た
 
 

米
観
憲
法
の
脛
酒
的
考
麗
 
 

（
二
七
五
）
 
九
三
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第
三
怨
 
第
三
兢
 
 

（
二
七
大
）
 
九
凶
 
 

の
で
あ
る
。
故
に
∩
。
。
夏
。
r
a
t
ぎ
に
依
る
制
度
の
為
に
汲
も
不
利
益
真
部
り
、
其
の
紋
鮎
を
汲
も
直
接
に
経
験
し
た
者
は
ワ
シ
ン
ト
 
 

ン
氏
で
あ
つ
た
。
 
 
 

憲
法
合
議
の
表
面
で
は
殴
り
活
動
し
て
居
な
い
様
で
あ
る
が
、
岡
倉
識
を
成
功
に
導
い
た
第
剛
入
着
は
何
人
を
お
い
て
も
芳
x
 
 

。
。
d
e
r
＝
。
∃
i
I
t
。
。
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
此
の
合
議
を
し
て
有
意
義
に
、
最
も
成
典
を
あ
ら
し
め
る
に
は
如
何
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
 
 

如
何
な
る
S
。
n
i
a
－
G
r
。
。
P
S
の
援
助
を
求
む
れ
ぽ
よ
い
か
と
云
ふ
事
を
早
く
よ
り
注
意
し
て
居
た
の
ぼ
氏
で
あ
る
。
政
治
と
云
ふ
も
の
 
 

は
理
想
ぼ
か
り
で
進
ん
で
行
け
る
理
論
や
、
抽
象
的
な
も
の
で
な
い
。
新
憲
法
と
云
ふ
の
も
驚
際
に
立
脚
し
た
典
饉
的
な
目
的
の
鵠
 
 

に
建
て
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
敢
禽
の
或
階
級
は
少
な
か
ら
す
経
済
上
の
関
係
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
利
害
が
同
じ
で
あ
つ
 
 

て
も
之
を
自
労
し
て
居
な
い
と
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
之
等
の
人
々
に
筆
問
な
中
央
政
府
は
お
互
の
利
益
で
あ
る
が
故
に
協
力
し
 
 

て
其
の
嘗
現
を
計
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
云
ふ
事
を
知
ら
す
必
要
を
、
誰
よ
り
も
痛
切
に
感
じ
て
ゐ
た
の
は
同
人
で
あ
る
っ
汲
も
 
 

容
易
に
困
持
さ
す
事
の
出
来
る
G
r
。
u
p
は
金
貸
業
者
◎
銀
行
家
◎
依
徒
者
及
び
其
の
他
の
金
工
業
者
で
あ
つ
た
。
氏
は
之
等
の
人
々
は
 
 

都
合
に
集
中
し
て
居
る
の
で
容
易
く
纏
め
得
る
寄
を
覚
り
、
新
政
府
の
設
立
を
彼
等
の
利
益
と
結
び
付
け
て
置
け
ば
必
ず
彼
等
の
力
 
 

を
借
り
得
る
寄
を
知
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
時
宣
a
ヨ
苦
コ
の
反
封
論
者
に
氏
が
国
民
の
利
益
を
無
祓
し
て
此
の
柾
の
階
級
の
F
百
・
 
 

。
。
訂
ニ
。
t
e
r
e
S
t
の
味
方
で
あ
る
様
に
攻
撃
す
る
者
が
あ
る
。
併
し
、
禽
時
の
一
般
圃
民
と
云
ふ
も
の
は
資
産
も
少
く
、
政
治
上
の
勢
力
 
 

も
無
く
、
多
く
の
場
合
は
債
務
者
で
あ
つ
て
、
氏
が
頻
ら
ん
と
す
る
有
力
な
階
級
の
F
訂
コ
C
i
e
r
s
は
理
想
に
の
み
依
る
主
義
や
塞
論
 
 

に
耳
を
傾
け
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
政
府
凌
行
の
紙
幣
を
新
政
府
が
眉
ひ
上
げ
た
時
期
が
常
を
得
て
屈
な
い
と
の
非
難
も
あ
る
が
、
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



併
し
新
政
府
の
維
持
、
基
礎
を
築
く
に
は
如
何
に
し
て
も
F
叫
⊃
a
コ
C
i
e
r
の
好
感
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
致
し
方
が
無
っ
た
 
 

の
で
あ
る
。
保
護
関
税
を
希
望
し
て
ゐ
た
商
工
柴
者
の
組
織
は
容
易
で
あ
り
、
そ
れ
を
新
政
府
の
櫓
下
に
集
め
る
寄
の
可
能
な
る
事
 
 

を
氏
は
覚
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
憲
法
合
議
紛
に
都
督
到
る
魔
に
起
り
つ
1
あ
つ
た
産
共
助
成
の
焉
の
保
護
関
税
運
動
を
氏
は
感
づ
 
 

か
す
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
椀
を
見
る
に
敏
な
氏
は
直
ち
に
賛
同
な
る
政
府
の
出
現
に
依
っ
て
外
囲
商
品
を
屡
迫
し
、
諸
州
の
産
 
 

柴
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
寄
を
力
改
し
宣
侍
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
此
の
度
業
政
策
の
可
香
は
此
磨
に
論
ず
る
限
り
で
な
 
 

い
。
但
し
、
商
工
業
者
が
そ
の
聾
に
應
じ
て
、
憲
法
合
議
の
成
功
に
授
助
を
輿
へ
、
努
力
を
情
愛
な
か
っ
た
の
は
尋
賓
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
ェ
貿
コ
莞
。
コ
の
才
に
依
．
っ
て
打
っ
て
一
丸
と
せ
ら
れ
た
の
は
酉
郡
土
地
の
投
横
着
等
で
あ
つ
た
W
a
s
h
i
コ
昔
コ
㌔
r
a
コ
雲
。
－
R
b
O
e
r
［
 
 

ざ
ま
s
一
」
a
∃
e
S
W
i
叫
s
O
コ
W
≡
a
ヨ
B
一
。
亡
コ
t
等
の
知
名
の
士
も
彼
の
力
に
依
っ
て
導
か
れ
た
と
云
は
れ
る
経
で
あ
る
。
此
の
階
級
と
新
 
 

政
府
と
が
如
何
な
る
経
済
上
の
関
係
が
あ
る
か
を
判
然
と
意
識
し
て
ゐ
た
氏
が
探
っ
た
土
地
に
封
す
る
政
策
は
、
自
然
と
彼
等
の
應
 
 

援
助
力
を
得
る
様
に
仕
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
有
力
な
る
G
r
O
u
℃
S
の
統
制
と
積
極
的
應
接
が
無
れ
ば
、
憲
法
合
議
の
成
功
を
見
る
事
は
出
来
な
く
、
政
府
の
威
力
も
命
令
 
 

も
維
持
す
る
串
は
H
i
釆
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
状
態
を
早
く
か
ら
認
め
て
居
た
H
a
ヨ
ニ
t
。
コ
は
之
に
封
し
て
適
意
な
慶
碇
妄
執
っ
 
 

た
の
で
あ
る
。
多
数
の
小
農
。
負
債
者
呈
場
労
働
者
は
自
己
の
利
益
か
ら
割
り
出
し
て
氏
の
政
策
に
戊
封
し
て
ゐ
た
。
併
し
、
互
に
 
 

利
益
の
一
致
し
て
ゐ
る
番
を
自
覚
せ
す
、
何
等
の
組
織
も
械
掴
も
伽
盲
奴
等
は
如
何
と
も
す
る
番
が
出
米
な
か
っ
た
。
叉
〓
a
ヨ
ニ
t
O
コ
 
 

の
放
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
の
中
に
は
制
限
選
車
の
馬
に
参
政
樺
五
飽
く
、
政
治
上
の
無
能
力
者
が
多
数
で
あ
り
、
し
か
も
彼
等
の
 
 

米
蘭
態
法
の
経
済
的
考
察
 
 

（
二
七
七
）
 
九
五
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第
三
巻
 
第
三
銃
 
 

（
二
七
八
）
 
九
六
 
 

為
に
載
ふ
闘
士
も
、
指
導
者
も
無
っ
た
の
で
あ
る
。
樺
勢
と
典
啓
へ
と
の
近
道
は
彼
等
の
為
に
哉
ふ
寄
で
は
な
く
1
寧
ろ
其
の
反
封
 
 

で
あ
つ
た
。
W
a
s
h
i
コ
笠
○
コ
や
〓
a
∃
≡
。
コ
の
率
ゐ
る
F
e
d
e
邑
亘
に
刻
し
て
軽
々
雑
多
な
〓
e
t
e
∂
笥
岩
亡
S
P
e
t
t
y
i
コ
t
e
－
2
S
t
S
が
統
制
せ
ら
れ
、
 
 

L
e
f
f
e
コ
○
⊃
の
指
揮
の
下
に
封
放
す
る
に
到
っ
た
の
は
、
飴
程
彼
の
寄
で
あ
る
。
 
 
 

憲
法
合
議
に
縦
横
に
清
勤
し
た
氏
は
、
新
制
度
の
下
に
合
衆
図
の
国
務
卿
、
大
蔵
卿
等
の
要
職
に
就
任
し
た
後
場
、
政
令
か
ら
色
 
 

色
と
非
難
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
氏
が
絶
ヘ
ザ
資
本
家
と
往
来
し
て
居
た
為
に
氏
の
行
馬
は
何
時
も
疑
惑
を
持
っ
て
見
ら
れ
て
居
た
の
 
 

で
あ
る
。
氏
の
反
対
者
は
之
を
エ
。
宏
e
O
f
R
e
p
r
e
s
e
コ
t
裂
く
e
S
の
問
題
と
し
た
程
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
氏
の
死
後
其
の
財
産
を
各
班
 
 

し
た
時
に
は
、
そ
れ
は
云
ふ
に
足
ら
な
い
程
の
少
額
で
あ
つ
た
。
間
違
士
と
し
て
の
収
入
と
政
府
の
大
臣
と
し
て
の
報
酬
を
受
け
な
 
 

が
ら
、
苔
へ
の
無
っ
た
朋
か
ら
判
断
し
て
見
る
と
、
世
人
の
云
ふ
様
に
氏
は
新
憲
法
k
依
っ
て
飴
り
姦
し
た
様
に
は
思
は
れ
な
い
。
 
 

氏
程
の
位
置
に
居
た
者
が
不
正
手
段
・
の
用
ひ
た
な
ら
ば
、
少
な
か
ら
す
資
産
を
迫
っ
て
居
た
に
相
違
な
心
。
そ
れ
に
拘
ら
ず
、
氏
の
 
 

貧
者
と
し
て
の
死
は
そ
の
潔
白
を
充
分
に
物
語
つ
て
ゐ
る
。
葦
際
家
で
あ
る
氏
は
唯
甥
想
に
の
み
依
っ
て
憲
法
命
題
に
臨
ん
だ
の
で
 
 

は
な
く
、
飽
造
岩
貰
な
足
取
り
で
大
地
を
歩
み
占
め
て
進
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

R
O
b
e
r
t
苫
O
r
r
芥
は
移
民
の
子
と
し
て
少
年
時
代
は
貧
し
い
壁
活
を
造
っ
て
釆
た
。
併
し
、
父
の
死
の
常
時
は
錬
活
忙
因
ら
ぬ
ま
で
 
 

た
な
つ
て
居
た
。
身
を
賓
菜
界
に
没
す
る
に
及
ん
で
氏
は
著
し
い
成
功
を
遂
げ
た
。
銀
行
◎
海
運
。
貿
易
◎
工
柴
◎
土
地
要
員
に
あ
り
と
 
 

あ
ち
ゆ
る
事
業
に
氏
は
開
係
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
氏
め
利
害
関
係
の
及
ぶ
桝
は
土
二
州
の
全
部
に
捗
っ
て
居
た
の
で
あ
る
？
氏
を
 
 

繰
る
有
力
者
が
悪
法
密
議
委
員
に
選
出
さ
れ
て
ゐ
た
事
は
、
F
e
d
e
－
a
ニ
s
t
に
と
つ
て
非
常
に
好
都
合
で
あ
つ
た
。
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W
。
S
旨
昔
。
が
大
統
領
に
就
任
し
た
時
に
、
彼
を
太
織
卿
に
任
命
し
だ
の
喀
、
資
明
な
蒐
避
で
あ
・
つ
た
。
併
し
ヽ
、
多
忙
な
枚
は
共
 
 

の
職
を
酢
温
七
て
、
P
。
。
。
S
y
百
。
i
a
州
選
出
の
上
院
議
員
で
あ
る
方
が
囲
家
の
焉
で
あ
る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
新
政
府
に
財
漁
を
 
 

輿
へ
、
新
し
い
産
菜
の
保
護
奨
励
に
な
つ
女
傑
謹
関
税
を
、
∩
。
ユ
号
s
∽
に
軸
蕃
通
過
せ
し
め
た
の
は
、
斉
耳
訂
と
ェ
a
ヨ
ニ
t
O
ユ
で
あ
る
と
 
 

云
は
れ
、
た
位
で
あ
る
。
W
a
s
h
百
官
。
コ
執
政
申
、
叉
首
府
の
P
h
i
l
監
e
卓
i
餌
移
逮
後
も
、
氏
は
政
治
上
の
大
勢
力
家
で
あ
つ
た
。
 
 
 

多
謝
の
有
名
無
名
の
委
員
中
で
、
小
農
柴
衆
多
工
柴
労
働
者
の
直
接
代
表
者
と
見
倣
す
べ
き
も
の
は
唯
仙
人
も
居
な
か
っ
た
。
職
 
 

発
か
ら
見
れ
ぼ
、
摺
謹
士
が
大
部
分
を
占
め
、
地
理
的
に
は
資
産
家
の
集
中
し
て
居
る
沿
岸
の
郡
市
、
又
は
そ
の
郊
外
か
ら
多
く
の
 
 

議
置
が
選
び
出
さ
れ
て
居
る
。
J
大
部
分
1
－
故
低
八
割
1
1
の
議
員
は
此
の
脅
議
の
結
果
に
直
接
経
済
欄
係
を
持
ち
、
新
憲
法
の
制
 
 

晃
に
舐
っ
て
多
少
の
利
益
を
得
る
地
位
に
居
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

五
十
嵐
名
の
委
員
の
関
係
し
て
居
た
経
済
的
方
南
を
分
類
し
て
み
る
と
、
左
の
様
で
あ
る
。
 
 
 

（
叫
）
公
債
所
有
者
は
四
十
名
以
上
で
t
多
額
の
朋
有
着
で
有
力
な
る
委
員
が
殆
ど
各
州
よ
り
仙
名
以
上
出
て
居
た
楼
で
あ
る
。
 
 
 

（
二
）
大
地
主
其
他
土
地
投
扱
者
か
十
四
五
名
で
、
其
の
中
に
ワ
シ
ン
ト
ン
も
含
ま
れ
て
ゐ
た
。
 
 
 

▲「   

（
三
）
利
子
を
取
っ
て
金
を
貸
し
て
居
た
も
の
が
機
く
内
輪
に
見
て
も
二
十
四
名
。
 
 

（
四
）
商
工
発
着
が
十
叫
．
名
。
 
 
 

（
五
）
奴
殊
朗
有
者
が
十
五
名
以
上
。
 
 

此
の
類
別
を
見
て
、
各
委
員
が
此
の
禽
議
に
個
人
的
に
密
接
不
離
の
経
済
関
係
を
持
ち
自
己
の
経
験
に
依
っ
て
如
何
な
る
政
府
を
 
 

米
圃
憲
法
¢
脛
潜
的
考
蕗
 
 

（
二
七
九
）
 
九
七
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細
事
懲
 
第
三
航
 
 

（
二
八
〇
）
 
九
八
 
 

櫓
立
す
べ
き
か
と
い
ふ
事
を
意
識
し
て
ゐ
た
と
恩
は
れ
る
。
嘗
際
家
で
あ
る
彼
等
委
員
が
塾
郡
上
の
鱒
憩
に
の
み
と
ら
は
れ
す
、
作
 
 

り
上
げ
た
新
制
度
は
此
の
終
演
上
の
分
野
と
勢
力
と
を
認
め
、
そ
れ
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
今
日
ま
で
動
拭
す
 
 

る
事
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
b
 
 

財
産
に
対
す
る
憲
法
の
精
神
 
 
 

今
日
各
国
で
用
ひ
ら
れ
て
居
る
威
文
憲
法
と
云
ふ
も
の
は
、
條
文
を
見
た
位
で
そ
れ
を
珊
解
す
′
る
串
は
出
来
な
い
。
通
り
血
ペ
ん
 
 

の
法
律
的
詮
明
位
は
可
能
で
あ
つ
て
も
、
琴
の
精
神
は
な
か
′
1
簡
畢
に
は
行
く
も
の
で
な
い
。
況
や
其
の
他
経
臍
的
考
察
は
全
然
 
 

不
可
能
で
あ
る
。
條
文
に
何
等
紅
臍
上
社
食
上
の
差
別
を
設
け
ず
、
何
人
′
に
も
何
等
の
特
樺
を
認
め
ず
、
参
政
腰
は
財
産
制
限
を
附
 
 

せ
な
い
憲
法
を
E
c
O
コ
○
ヨ
仰
c
D
。
n
u
∃
e
コ
t
と
し
て
研
究
し
、
有
力
な
る
E
c
O
コ
。
ヨ
i
n
豆
2
－
e
S
什
s
が
之
を
如
何
に
利
用
し
て
、
そ
の
利
益
を
保
 
 

護
助
長
し
た
か
を
見
る
に
は
、
常
時
の
新
聞
。
ハ
ン
フ
レ
少
卜
議
事
録
其
の
他
の
種
々
の
苔
類
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
 
 

る
〇
 
 

私
有
財
産
制
の
†
に
各
人
の
所
有
す
為
富
の
程
度
と
板
類
の
差
異
は
常
然
で
あ
り
、
又
こ
れ
に
依
っ
て
種
々
の
経
済
的
階
級
や
グ
 
 

ル
ー
プ
と
云
ふ
も
の
が
出
来
る
の
も
除
儀
な
い
現
象
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
之
が
政
治
に
反
映
し
て
主
義
政
綱
を
輿
忙
す
る
政
某
 
 

が
出
来
る
の
で
め
る
。
或
時
は
、
蜜
際
に
於
て
は
あ
ま
り
大
き
な
問
海
で
は
な
く
、
些
細
な
山
東
東
が
激
し
h
闘
争
を
引
起
す
事
が
 
 

あ
る
。
併
し
、
汲
も
根
敷
い
辞
は
富
の
分
配
の
差
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
α
u
扇
q
u
a
－
ロ
仙
s
号
古
u
t
5
．
コ
○
【
W
e
a
≡
一
ほ
其
の
根
本
で
あ
 
 

る
。
此
の
乱
機
は
道
徳
や
宗
教
の
力
で
も
如
何
と
も
す
る
事
が
出
来
な
い
。
唯
困
家
の
力
に
保
つ
よ
り
外
に
遣
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
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ら
ば
、
政
治
の
目
的
の
重
安
な
る
も
の
・
二
つ
は
ど
う
⊥
て
も
此
の
興
っ
た
l
一
瞥
e
s
t
s
を
C
。
コ
t
邑
し
、
相
等
し
て
行
く
か
と
云
ふ
こ
 
 

と
で
あ
る
。
如
何
に
す
れ
ぽ
之
等
種
盲
の
階
級
を
園
満
に
坪
な
く
共
同
生
活
を
し
て
行
く
番
が
也
来
る
様
に
す
る
か
と
云
ふ
欝
で
あ
 
 

る
0
 
 

之
・
は
政
治
の
坤
想
で
あ
る
が
、
賓
際
に
は
其
の
様
に
傍
観
行
く
も
の
で
は
な
い
。
何
れ
の
時
代
に
於
て
も
、
何
魔
の
図
に
於
て
も
、
 
 

弾
着
は
弱
者
を
摂
迫
し
て
居
る
。
政
治
上
俊
雄
せ
る
位
置
躍
あ
る
宥
は
、
自
己
佗
都
合
よ
い
法
律
を
作
る
は
常
然
位
に
考
へ
て
ゐ
る
。
 
 

悪
法
愈
議
委
員
が
政
治
の
珊
想
を
忘
却
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
月
日
の
利
益
を
よ
り
多
く
考
へ
て
居
た
こ
と
は
明
白
な
る
寄
賛
で
 
 

あ
る
。
英
本
閲
に
反
旗
を
郡
⊥
て
猫
宜
し
た
新
国
家
は
、
飽
迄
其
の
常
初
の
自
由
平
等
の
精
神
を
無
税
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
 
 

何
人
も
法
線
の
前
に
は
絶
封
に
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
は
如
何
な
る
階
級
を
も
認
め
る
寄
は
出
来
な
い
。
国
家
は
図
民
 
 

の
問
家
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
併
し
、
民
主
政
治
哀
徹
底
さ
し
た
な
ら
ば
現
在
で
す
ら
無
産
大
衆
か
ら
相
雷
打
撃
を
蒙
つ
て
居
る
有
 
 

産
階
級
は
、
将
来
」
椴
民
衆
の
白
魔
と
困
結
の
た
め
に
益
々
苦
し
ま
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
様
に
な
る
。
合
議
の
翌
年
3
a
d
ぎ
コ
が
蛮
e
「
・
 
 

仇
。
コ
に
迭
、
つ
た
手
紙
に
依
っ
て
も
常
噂
の
人
々
の
考
へ
を
窺
ふ
事
が
出
水
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

W
h
e
r
e
く
だ
ニ
h
2
－
e
a
－
召
W
e
－
i
コ
a
G
O
く
2
ヨ
ヨ
e
コ
ニ
訂
・
t
h
e
－
2
i
s
t
h
2
d
a
コ
笥
r
O
f
O
P
習
e
S
忽
○
コ
・
－
コ
○
弓
G
O
く
e
r
コ
ヨ
e
コ
ニ
h
e
r
e
a
－
 
 

P
。
w
e
二
訂
s
i
コ
t
h
e
∃
a
j
。
r
i
t
y
。
二
h
e
n
。
∃
∃
弓
i
t
y
，
a
コ
d
t
h
e
i
コ
く
a
S
i
。
コ
0
言
r
i
邑
e
r
i
号
t
s
i
s
c
h
i
e
f
首
t
O
b
e
a
p
p
r
e
h
e
コ
d
且
 
 

っ
e
e
d
コ
○
ニ
r
O
ヨ
a
C
什
s
O
【
G
O
V
e
r
コ
ヨ
e
コ
t
C
O
⊃
t
r
a
r
y
t
O
t
h
e
s
e
コ
S
e
O
f
済
n
O
コ
S
t
誉
e
コ
t
S
｝
b
u
t
f
r
O
ヨ
a
C
t
S
i
コ
W
h
i
c
h
t
h
e
 
G
O
く
e
ヨ
ヨ
e
コ
t
 
 

i
s
t
h
e
ヨ
e
－
e
i
n
s
ぎ
ヨ
e
コ
t
♀
t
h
2
m
a
盲
－
コ
亡
ヨ
b
e
r
O
＝
h
2
（
○
コ
S
ニ
ど
2
コ
叶
s
・
T
h
訂
 
i
s
a
 
t
－
u
t
h
O
竹
篭
訂
＝
ヨ
で
O
r
訂
コ
C
e
・
…
…
、
・
…
…
…
…
 
 

W
h
e
コ
e
く
e
：
h
e
r
e
i
s
a
コ
宣
e
r
e
裟
a
コ
n
 
P
O
W
e
ニ
。
n
。
w
「
。
コ
n
，
W
芯
コ
∽
W
≡
笥
⊃
2
－
a
〓
y
b
e
d
O
⊃
2
－
a
コ
d
コ
。
＝
e
s
s
r
e
a
d
i
マ
b
y
a
 
 

発
頭
箇
法
の
揮
節
約
考
欝
 
 

（
二
八
一
）
 
九
九
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軒 ツ′   

竹
O
w
e
【
f
u
l
a
コ
d
i
コ
t
e
－
e
S
藍
¶
a
－
t
y
t
h
a
n
b
y
a
『
O
W
e
き
l
a
コ
d
芝
e
r
e
s
t
（
d
苫
「
〔
e
・
 
 

政
治
の
賛
樺
を
拉
っ
て
居
る
も
の
は
之
を
濫
用
す
る
危
険
は
何
時
で
も
あ
る
。
共
和
制
に
於
て
は
、
多
数
が
少
数
の
利
益
を
疎
掘
 
 

し
て
専
政
を
行
ふ
影
像
期
す
る
に
難
く
な
い
。
無
賓
任
な
る
民
衆
は
専
政
君
主
よ
り
此
の
鮎
に
於
て
は
な
ほ
危
険
で
あ
る
。
常
時
の
 
 

政
治
家
が
頭
を
な
や
ま
し
た
問
題
は
、
如
何
に
す
れ
ば
共
和
削
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
無
産
大
衆
の
勢
力
を
感
へ
て
、
私
有
財
産
を
 
 

永
久
に
保
護
す
べ
き
や
と
云
ふ
寄
で
あ
る
。
此
の
根
本
精
神
を
も
つ
て
築
き
 

図
表
校
閲
の
組
織
 
 
 

英
園
に
於
て
譲
合
が
最
初
に
生
れ
た
の
は
、
専
政
君
主
の
我
僻
を
防
ぐ
薦
で
あ
つ
た
。
然
る
に
、
其
の
議
禽
の
構
限
と
い
ふ
も
の
 
 

は
非
常
に
携
張
せ
ら
れ
て
、
君
主
に
任
命
せ
ら
れ
る
固
持
大
臣
の
権
限
は
縮
少
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
形
式
上
は
分
立
し
て
居
る
立
 
 

法
椛
と
執
行
樺
と
は
、
嘗
質
に
於
い
て
は
弼
蕊
の
も
の
で
は
な
く
な
り
、
議
員
内
閣
制
と
な
つ
て
試
食
に
多
数
を
占
め
る
政
轟
の
領
 
 

袖
が
、
同
時
に
内
閣
を
組
織
し
、
随
っ
て
行
政
棟
と
立
法
樵
と
は
事
賓
尤
於
て
は
ほ
ぼ
ノ
叫
鱈
を
思
し
、
内
閣
は
翠
に
譲
合
の
役
員
合
 
 

の
様
な
も
の
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
之
は
濁
り
英
国
の
み
な
ら
す
、
正
憲
的
政
治
を
行
ふ
多
く
ゐ
圃
に
於
モ
せ
く
凝
る
現
 
 

象
で
あ
る
っ
総
て
の
樺
限
は
国
民
に
あ
つ
て
、
国
民
の
意
志
即
ち
閲
家
の
意
志
な
り
と
残
す
民
衆
圃
に
於
て
は
、
直
接
固
億
か
ら
選
 
 

ぼ
れ
た
試
合
が
問
家
政
高
の
機
踊
で
あ
る
様
に
考
へ
る
に
到
る
の
は
常
然
の
寄
で
あ
る
。
立
法
椎
萬
能
と
な
れ
ぼ
多
数
の
篤
に
少
数
 
 

の
利
益
は
揉
湖
せ
ら
れ
て
仕
舞
ふ
。
そ
の
少
数
は
常
に
有
産
階
級
で
あ
る
？
常
時
の
患
法
制
定
者
は
之
を
熟
知
し
て
居
宛
の
で
、
そ
 
 

の
弊
を
救
ふ
に
焦
慮
淡
樵
の
専
横
を
箇
糾
し
得
る
だ
け
の
視
い
権
力
を
弔
す
る
執
行
擢
と
司
法
擢
を
設
け
る
事
態
必
恕
と
し
て
居
た
 
 
 

第
三
怨
∵
∴
第
二
声
嘘
 
 

±
－
八
二
）
】
0
0
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の
で
あ
る
。
或
一
の
磯
路
の
濫
用
を
防
ぐ
に
推
力
と
の
問
に
均
勢
を
保
ち
、
和
瓦
に
抑
制
せ
し
め
て
、
以
て
人
民
の
自
由
と
少
数
有
 
 

産
索
の
利
益
を
確
保
す
る
や
う
に
l
云
ふ
の
が
、
桝
謂
卓
e
n
k
s
a
．
d
b
旨
コ
。
e
S
）
又
は
遠
a
l
。
コ
。
。
。
ご
。
w
e
r
S
〉
．
の
制
度
で
あ
る
。
選
 
 

轟
の
方
法
や
時
期
の
興
っ
て
ゐ
る
横
闘
に
槽
力
が
分
た
れ
て
居
れ
ぼ
、
複
雑
な
敢
愈
で
如
何
に
多
数
の
無
産
階
級
が
存
す
と
雌
も
、
 
 

血
致
し
て
仝
検
閲
を
左
右
す
る
事
は
容
易
に
出
釆
得
る
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
の
改
正
は
更
に
難
か
し
く
r
i
氾
註
C
。
コ
S
t
i
t
u
t
‥
。
コ
に
す
 
 

れ
ば
安
全
で
あ
る
。
此
の
組
織
に
依
っ
て
、
制
走
者
は
無
産
着
か
ら
財
産
に
及
ぼ
す
審
を
未
前
に
防
ぎ
な
が
ら
、
資
産
階
級
は
蜜
際
 
 

政
治
に
於
け
る
勢
力
と
経
験
と
に
よ
つ
て
自
己
に
都
合
の
よ
い
様
に
政
治
を
運
用
ナ
る
考
へ
．
で
あ
つ
た
。
か
く
の
如
き
思
想
に
基
づ
 
 

い
て
国
家
検
閲
は
仕
組
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
目
的
を
期
す
る
為
に
、
国
家
の
中
央
棟
闘
は
其
の
選
車
方
法
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
代
議
員
ば
各
州
よ
り
英
人
口
に
比
例
し
 
 

て
各
州
が
定
め
た
有
樺
者
に
依
っ
て
直
接
選
撃
せ
診
れ
元
老
院
議
員
は
、
各
州
の
立
法
試
合
に
放
て
選
撃
せ
ら
れ
る
。
（
叫
九
仙
三
年
 
 

の
憲
法
改
正
に
依
り
、
直
接
人
民
よ
り
選
撃
す
る
様
に
な
る
。
）
大
統
領
は
各
州
有
横
着
よ
り
選
ば
れ
た
選
撃
委
員
に
よ
つ
て
選
蓼
せ
 
 

ら
れ
、
大
審
院
長
並
に
判
事
は
大
統
領
に
裾
名
さ
れ
て
元
老
院
の
承
認
を
経
て
任
命
せ
ら
れ
る
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
劇
般
闊
民
の
直
 
 

接
選
畢
は
僅
か
に
代
議
員
の
み
で
あ
つ
て
、
こ
れ
だ
け
蜜
際
政
治
上
の
勢
力
と
云
ふ
も
の
は
挫
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

叉
各
棟
開
の
任
期
に
差
が
設
け
て
あ
る
の
で
選
撃
に
よ
ら
て
急
に
全
部
を
取
扱
へ
る
番
も
出
来
な
い
棟
に
な
つ
て
ゐ
る
。
代
議
員
 
 

は
二
年
、
尭
老
院
議
員
け
二
ハ
年
、
そ
れ
も
同
時
で
は
な
く
二
年
毎
に
三
分
一
づ
ゝ
、
任
期
が
満
ち
る
様
に
な
つ
て
居
る
．
。
大
統
偶
の
 
 

任
期
は
四
年
で
、
大
審
院
判
事
は
終
身
で
あ
る
。
一
問
按
選
麹
た
よ
つ
七
輿
論
が
直
に
政
治
に
影
響
す
る
計
り
で
な
く
、
時
間
的
に
は
 
 

来
観
層
法
の
脛
済
約
考
察
 
 

｛
二
八
三
）
」
〇
．
－
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（
二
八
四
）
一
〇
二
 
 

第
三
巷
 
第
三
躾
 
 

六
ケ
年
の
月
日
を
要
す
る
為
に
、
群
菓
心
珊
に
依
っ
て
無
産
大
衆
が
政
治
を
動
か
す
事
は
H
l
釆
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

裁
判
官
の
地
位
の
礪
立
と
職
務
上
の
猫
立
と
は
何
れ
の
図
に
て
も
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
原
則
で
あ
る
。
併
⊥
、
米
国
憲
法
の
認
也
て
 
 

ゐ
る
」
u
d
首
訂
ニ
ー
し
P
r
e
ヨ
a
C
y
と
は
、
裁
判
所
の
法
律
審
奔
樵
せ
あ
る
。
普
通
裁
判
所
は
法
律
が
正
式
の
手
繚
を
経
て
公
布
せ
ら
れ
て
居
 
 

る
場
合
に
は
、
恨
令
其
の
内
容
が
不
常
で
あ
ら
う
と
不
淡
で
あ
ら
う
と
如
何
と
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
米
閲
 
 

の
F
e
d
e
r
a
ニ
〕
呈
は
試
合
を
通
過
し
て
法
律
と
な
る
と
い
へ
ど
も
、
そ
れ
が
憲
洪
に
紀
綱
す
る
場
合
に
は
、
猫
自
の
解
鐸
で
其
の
法
 
 

律
を
無
効
と
す
る
寄
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
之
に
依
っ
て
議
禽
が
憲
法
の
精
紳
に
反
す
る
様
な
法
樺
を
創
っ
て
も
、
そ
の
賓
効
を
防
 
 

ぐ
事
が
出
水
る
の
で
あ
る
。
鼓
に
憲
法
を
改
正
し
な
び
以
上
、
憲
法
の
鐸
解
に
関
し
て
は
合
議
よ
り
も
大
審
陵
の
礫
限
が
造
に
強
大
 
 

で
あ
る
。
聯
邦
議
愈
に
無
産
大
衆
の
勢
力
が
扶
植
せ
ら
れ
て
も
、
大
統
領
に
何
人
が
首
選
す
る
と
も
、
憲
法
の
み
に
従
っ
て
紀
封
濁
 
 

立
の
地
位
に
あ
る
大
審
院
は
、
厳
然
と
し
て
私
樺
を
保
護
し
得
る
朋
に
、
一
七
八
七
年
の
政
治
家
の
苦
心
の
跡
が
あ
る
っ
 
 
 

私
有
財
産
の
保
護
と
云
ふ
専
を
念
頭
か
ら
瞬
時
も
離
し
た
軍
の
な
い
愈
試
垂
員
等
が
作
成
し
た
憲
法
に
於
て
、
参
政
樵
に
何
等
の
 
 

財
産
制
限
を
も
附
し
て
罵
な
い
の
は
、
不
思
議
で
あ
る
。
何
れ
の
周
の
憲
政
史
に
於
て
も
、
重
要
な
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
も
の
は
、
 
 

参
政
椎
に
封
す
る
制
限
柑
威
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
常
時
の
政
治
家
が
そ
れ
を
不
必
要
と
認
め
た
か
と
云
へ
ば
決
し
て
さ
う
で
は
な
く
 
 

大
多
数
の
委
員
は
其
の
必
要
で
あ
る
軍
を
主
眼
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
財
産
制
限
を
附
す
べ
き
か
と
云
ふ
問
題
で
、
各
委
 
 

員
の
論
説
筒
々
と
し
て
馴
致
せ
ず
、
解
崩
そ
れ
が
握
ら
す
、
各
州
陀
於
て
連
勝
庭
決
要
す
る
番
に
な
つ
た
の
で
あ
る
ゥ
（
未
完
）
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